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2 平成17年度札幌南一条病院BSC達成度
指　　　標 平成17年度目標値 平成17年度実績値
①医業収益 20億円 21億円
②キャッシュフローマージン 5％ 9％
財務の視点
③一般病棟ベッド稼働率 77％ 76．8％
④血液透析患者数 130名 128名
⑤紹介率 25％ 23．2％
⑥患者満足度 良い以上90％
顧客の視点
⑦職員満足度 すべての項目5以上
設備・施設環境4
拍垂ﾌつながり4．7
d事の効率化4．9
⑧平均在院日数 18．5日以下 18日以下
内部プロセ
Xの視点 ⑨年間透析患者脱落数 12名以下
⑩インシデント数 300以下 420
⑪QC活動サークル数 5以上 5
学習・成長
ﾌ視点 ⑫腎生検／PTA／シャント手術数 10／25／25 13／17／16
⑬冠動脈造影／PTCA／PMI数60／12／12 70／19／27
　平成17年度のBSC達成度に関しては、おおむね良好な結果を収めることができた。
①財務的には、表に見るごとく医業収益は、予想を大幅に上回り、かっキャッシュフローマージンも9％と目標
　の倍近い利益を上げることができた。これは、一般病棟のベッド稼働率が前年より3％アップを目標とした77
　％にほぼ到達したことが大きく寄与している。また、血液透析患者数も渡井医院からの患者さんの受けいれを
　始め、予想通りの結果になったことも大きな要因である。
②顧客の視点では、紹介率は年間平均で23．2％と目標には達しなかったものの、前年を上回る値であった。毎年
　施行している職員満足度では、昨年同様に設備・施設環境に対する改善要望が強かった。また、仕事の内部状
　況としては、各部署のつながりや効率化に対して、まだ改善の余地があることが示された。
③平均在院日数も予想を超えて、18日以下を達成することができた。インシデント数は年間420例で毎月30－
　40の報告がなされている。これについては、事故防止のための情報入手ができるシステムが良好に稼動してい
　る証拠と思われる。成功目標値としては、むしろレベルの高いインシデントの数を減らす方向にすべきで、平
　成18年度目標では、レベル3以上のインシデント数の低下を目標に変更した（安全管理委員会報告を参照）。
④QCサークルは始めての試みであったが、5サークルの参加があり、職員の意識改革に寄与したと思われる。
　実際の検査・手術数は、かなり目標を高く設定したにも関わらず、大幅に上回る結果であった。各医師の努力
　の賜物と感謝したい。
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